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C O N T E N T S

9月定例会

2 022

10月8日（ 土）  大津保育園運動会

本会議動画配信

はじ めまし た

議会だより が
読めるアプリ

【 　 　 　 　 　 　 　  】

【 　 　 　 　 　 　 　  】
　 役場の４ 階、とっても綺麗な議場で、眺めもいい所だ。

　 １０月に町民数が３ 万6千人を超え、世界的企業の近隣地域への進出の影響

で更なる発展が見込まれている町になっている。

　 当然これに関連した質疑応答も含まれた住民目線の具体的な内容が多い。

　 傍聴人は私を含め８ 名、皆さん高齢者だ（ コロナ禍でどこの議会でも傍聴者

が激減しているそうだ）。

　 最新機器で映像配信もこの時代当たり前に実施されている。

　 理想かもしれないが、若い人が町政に興味を持ち、傍聴し 、選挙投票するという 形になれば、良い意味

での住民パワーとなり魅力的なまちづくりが可能ではないかと思った。
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議 会 を の 生 の 声観 て
9 月定例会の傍聴者数のべ41人、ライブ配信再生回数62 2 回  録画配信再生回数9 4 回( 10/13 時点)  

尾形　 泰輔さん

（ 大林）

藤井　 えつこさん

（ 森）

　 今回、初めて議会を傍聴しました。

　 感じたことは、議員さんからの意見や提案に対して、役場執行部からの答弁

が、進捗状況、対策、いつまで等に関して具体的ではないということです。

　 その点については、もう 少し追及した方がいいのではないかと感じました。

議員さんや職員さん方も熱心に議論され、私もより良い町にする事は何か、考

える機会になりました。
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編 集 後 記
次回定例会は

12月5日( 月)開催予定
（ 日 程 は 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す）
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日程　 12月5 日（ 月） ～13日（ 火）（ 予定）
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答弁が具体的ではない。

もう 少し 追及をしてほしい

若い人が、 魅力的なまちづくりを

お がた　 たいすけ

ふじ  い

議会だより に関する 意見交換会で も 「 ポイ ント や
ク ーポンなど の特典を 付けて みては」 と いう ご意見
があり まし た。

最近では、 いろんな と こ ろ でポイ ント を 貯めるこ
と が多く なり まし たが、 ４ 月から 始まっ た熊本健康
ア プ リ 「 も っ と 健康！げんき ！ア ッ プ く ま も と 」
も 、 「 歩く 」 など日々の健康づく り 活動を 行う こ と
でポイ ント を 獲得、 貯まると 特典が受けら れるスマ
ホア プリ です。

私も 、 先月開催さ れた上半期抽選会に応募し てみ
まし た。

抽選の結果、なんとコンビニなど で 使える3 , 000円
相当のデジタ ルギフ ト に当選し まし た。

ぜひ、 皆さ まも 気軽に楽し みながら ポイ ント を貯
めて みませんか。                              （ 豊瀨  和久）
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誰もが住みたく なるまちへ

大津町のこ んなこ と が決まり まし た
９ 月定例会議

会期期間１５ 日間  ９ 月２ 日～９ 月16日

９ 月定例会の議案等は

　 　 予算………………………  9 件

　 　 決算………………………  8 件

　 　 条例………………………  2 件

　 　 人事………………………  1 件

　 一般会計、 特別会計及び公営企業会計の全会計を審査し た結果、 いずれも 法令・ 条例等に基づいた財政運営で

あり 予算の趣旨に沿い適正に行われ不適切等の支出はなかっ た。

決算審査に当たり 、 大津町の財政状況を分析し た結果、 経営収支比率や財政力指数等県下46 市町村の中でも

極めて健全な状況であり 、 ま た、 国が示す地方公共団体の財政の健全性を 示す５ つの指

標（ 実質赤字比率・ 連結実質赤字比率等） も その範囲を十分ク リ アし ており 特に問題と

なる点はなかっ た。

　 問題と し て、 特に、 一般会計における不用額が多額で あり 、 要因と し てコ ロ ナウイ ル

ス感染症の終息が見通せないなか事業の中止・ 縮小や逓次繰越予算と し て取り 組んだ新

庁舎建設の最終年度の清算で不用額が生じ た面はあるが、 平成2 8 年熊本地震以降膨れ上

がっ た予算額のまま推移し ており 、 現状の予算規模が大津町の身の丈にあっ た額なのか

精査・ 検証する必要があるのではないか。

　 なお、 令和3 年度決算審査結果及び監査委員意見等の詳細については、

大津町ホームページでご確認く ださ い。

～令和3 年度の決算審査結果について～

pick up 1　 肥後大津駅周辺再整備

南阿蘇鉄道の乗り入れを見据えた

観光客に素通り さ せない仕組みづ

く り や、 観光客や地元住民が使い

やすく 利便性の高い場所と なる 拠

り 所づく り 、 公共交通機関利用に

おける道路拡張や安心安全な 場所

づく り が入ることを期待します。

駅や駅前が寂れていると町自体も 同

じ イメ ージになり 、人が来なく なる。

駅や周辺に楽し めるお店があり 、観

光客向けの施設があれば寄ってもら

える。町内の高校に通う 生徒が楽し

める環境を作るこ とで 卒業後も 大

津町に来るきっかけになる。

大津町は他の市町村に比べて手

厚い対応を し て頂いて いま す。

今後は町民が足を運んで頂く た

めに、 折込チ ラ シの無料化な ど

景気回復ま でのサポート をお願

いし たいです。

熊本県大津町の歴史菓子＜銅銭

糖＞未来へ町の伝統を 守り 伝え

続けら れるよう な支援に期待して

います。

今村  昭彦　 代表監査委員

pick up 2　 小規模事業者支援

黒川  卓臣さん（  室 ） 寺門  政信さ ん（  新 ）

浪花屋本店七代目店主

古庄  智子さ ん（  室 ）

聖地中津からあげ ぶんごや店主

坂田  英樹さん（  室 ）

予　 算予　 算

1,70 0 万円

3 , 8 0 0 万円

く ろ かわ た かおみ

ふるし ょう さと こ さ か た　 ひで き

て ら かど ま さ のぶ

予算の現状は身の丈にあっ た額なのか、精査・ 検証が必要

※１ 　 経常収支比率： 一般家庭で言うと ころ の「 エンゲル係数」 のようなもの

※２ 　 実質赤字比率： 家計に例えると「 一年間の給料」 に対する「 年間収支の赤字」 がどれく らいあるか示すもの

※１

※2
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いまむら 　  あき ひこ

ひと 口メ モ

（ 発言の一部を抜粋し て掲載しています）

議 員 の 視 点
本会議動画配信
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議員の賛否を公開し ます
大
村
裕
一
郎

田
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対
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●
）
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成
（
○
）

上程さ れた議案・ 概要

一般会計決算

国民健康保険特別会計決算

介護保険特別会計決算

後期高齢者医療特別会計決算
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※議長は議事進行を行う ため賛否表明はし ま せん。 賛否の分かれた議案のみ掲載し ています。
■賛否表　 　 ○は（ 賛成）　 　 ●は（ 反対）　 　 棄は（ 棄権）　 　 欠は（ 欠席）　 　 早は（ 早退）

　 その他の議案については議会ホームページ をご覧く ださ い。

大津町議会 検 索
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　 　 指定管理者制度に移行する前に予算を 計上している 。

今まで個別の設備について専門家の見地に基づき必要かつ

定期的な点検ができていなかった。今後は定期的な保守点

検を実施する。

　 　 体育施設の中で10 年以上保守点検を行って い

な かっ た設備があると の説明があっ た。安心安全

に使える点検体制と 周期はどう なっていたのか。

問 答

　 　 個人の方に支援と いう こと は厳し い状況だが、３ 戸以

上の農家で組織をしていただく と 農業機械の導入等補助制

度もあるので、しっかり 周知していく 。

　 　 認定農家に対しては手厚い助成金などの支援

がある が、認定農家以外の支援策について 検討は

さ れているか。

問 答

時
松

智
弘
議
員

と
き
ま
つ

と
も
ひ
ろ

　 　 虐待関連の問題案件が増えており 、早期発見、早期解

決のために職員も 一緒に対応していく 必要がある。障害福

祉サービ スの受付件数、対応の増加もある。

　 　 福祉課の時間外手当が増額になっているが虐

待案件が増えている 要因や、困 難事例はど のよう

なこ と か。

問 答
山
部

良
二
議
員

や
ま

べ   

り
ょ
う
じ

　 　 熊本県が骨髄移植を さ れる方の休業補償補助の制度
を創設さ れた。

菊池郡市の2 市2 町もこのタイミ ングで制度を 設ると 聞いて
いる。
支援は、今年の4月以降のド ナーが対象と なる 。

制度の周知に努めてまいりたい。

　 　 新規事業で ある骨髄移植ド ナー支援補助金に

ついて制度創設の経緯は。他の自治体で は先行し

ていると ころも ある。支援をさ かのぼって受けるこ

と はで きるのか。

問 答佐
藤

真
二
議
員

さ

と
う  

し
ん  

じ

　 　 売上げの多少にかかわらず全ての事業者に影響がある

と いうこと から、町内に事業所を 有する 従業員2 0 人以下の

事業所7 6 0 件を 対象としている。

今回は対象者が多いこと から総合的な判断で一律５ 万円の

支援をさ せていただく 。

　 　 大 津町小規模事 業者経営 継続支 援金につい

て、農業者に対して は、売上げに応じ て上限１０ 万

円まで 補助が出たが、今回、一律５ 万円と いう こ と

で、どのよう な 根拠で 5万円と いう 金額を決めたの

か。また、農業者への支援と の整合性は。

問 答田
代

元
気
議
員

た  

し
ろ  

げ
ん  

き

　 　 例年であれば6 億から7 億ぐら いが一般的な繰越額だ
が、庁舎建設の繰越し があり 、約3 億円の不用額が出てい

る。それを差引く と 約1億円程度が通常より も多い。
その原因は、コ ロナに関係する 事業展開が出来なかったこ

と である。今後のウィ ズコロ ナに向けて当初予算で出来な
かったことを 新たな事業を展開していきたい。

　 　 前年度繰越金確定額が11億円と なっている。

当初予算で は1 億円と いう こ と で ある から 10 億 円

の差がある。

10 億円の差の内容と いう のは非常に重要で ある。

明確にするために説明を 求める。

問 答

永
田

和
彦
議
員

な
が  

た    

か
ず
ひ
こ

　 　 これまで夜間、休日の修繕などの対応で時間がかか

り、入居者にご不便をおかけする場合も あった。
近隣の市町村の状況を 調査し たと ころ、民間委託など を 導
入しているところもある。

民間委託をするまでは課題が数多く あるので、一つ一つ解
決し ながら、早期導入ができればと 考えている。

　 　 町営住宅に関する 維持管理の民間委託（ 指定

管理者制） の導入を 検討していると のこと だが、現

在の管理状況を 考え れば、早期に専門業者に委託

をし たほう が効果的だと 思う が、スケジュ ールも 含

めた検討状況は。

問 答

豊
瀨

和
久
議
員

と
よ  

せ

　か
ず
ひ
さ

　 　 ふく し の相談窓口は、相談者が抱える課題の把握、課
題解決ためのプ ラン作成、相談支援機関等と の連絡調整、
自立し た生活に至るまでの伴走的な支援を 行っている 。

専門的な知識が求めら れるが、社会福祉士等の国家資格を
所有しており、その分野に精通し ている ほか、実務経験もあ

り、適切に解決さ せること ができる能力がある。

　 　 ふく し の相談 窓口の方は、委託し た外部から

派遣さ れた人たちで、役場の正職員で はないので

決定権がない。

果たして、町民から の福祉的な相談や、複雑な 相談

など を適切に解決さ せること がで きるのか。

問 答

荒
木

俊
彦
議
員

あ
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と
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QA 　
　
今
回
試
験
的
に
、
総
務
委
員

会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
審

査
を
行
っ
た
が
、
設
定
・
準
備
は

ど
れ
く
ら
い
時
間
が
必
要
か
。

　
　
必
要
な
通
信
環
境
、
パ
ソ
コ

ン
の
準
備
、Z

o
o

m

の
設
定
な
ど

が
必
要
。
今
回
は
あ
ら
か
じ
め
の

用
意
も
あ
り
５
〜
10
分
程
度
で
準

備
が
完
了
し
た
。
　

オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
の
推
進
と

あ
ら
た
な
問
題
点
は
な
い
か

QA 　
　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　
活
動
の
ケ
ガ
等
を
補
償
す
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
傷
害
保
険
」
が

あ
る
が
そ
の
実
績
は
。
ま
た
重
大

な
事
故
は
無
か
っ
た
か
。

　
　
「
刈
払
い
機
に
よ
る
窓
ガ
ラ

ス
損
傷
」
等
軽
易
な
も
の
が
3
件
、

「
交
通
安
全
運
動
期
間
に
安
全
指

導
中
飲
酒
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は

ね
ら
れ
る
」
等
重
大
な
も
の
が
2

件
あ
っ
た
。

日
台
交
流
の
重
要
性
と

多
言
語
化
対
応
の
現
状
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る

傷
害
保
険
の
重
要
性

QA 　
　
台
湾
企
業
の
進
出
も
あ
り
、

今
後
も
町
内
外
国
人
は
増
加
し
て

い
く
も
の
と
思
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
姉
妹
都
市
交
流
や

町
内
に
居
住
す
る
様
々
な
国
の
方

の
サ
ポ
ー
ト
や
今
後
の
事
業
展
開

は
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
滞
っ
て
い
る
国

際
交
流
の
再
興
や
台
湾
と
の
重
点

交
流
を
検
討
し
て
い
る
。
　

　
ま
た
県
と
連
動
し
た
「
地
域
に

ほ
ん
ご
教
室
」
を
通
じ
て
外
国
人

住
民
と
の
交
流
促
進
や
多
言
語
対

応
に
取
り
組
む
予
定
。
　

地域にほんご教室研修

オン ライン 議会の試行の様子

に     財源と 制度・ 周知の充実を

　
　
　
事
故
の
内
容
に
よ
っ
て
は

後
遺
障
害
が
残
る
場
合
も
あ
る
。

対
象
と
な
る
事
故
や
金
額
な
ど
補

償
内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。
　

意
見

　
　
　
突
発
的
な
事
態
に
際
し
委

員
会
が
対
応
で
き
る
か
が
重
要
な

の
で
成
果
を
し
っ
か
り
と
ま
と
め

て
も
ら
い
た
い
。

意
見

し ゃ か い 　 　 　 　 　 　 ざ い げ ん 　 　 せ い ど     し ゅ う ち 　 じ ゅ う じ つ 定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　住
民
の
声

　

D X・ ・ ・ デジタ ル技術によって、ビジネスや社会、生活の形・ スタ イルを 変える（ Tran sfo rmする） こと です。ひと 口メ モ

　
　
女
性
の
管
理
職
登
用
率
は

20
％
を
目
標
に
設
定
し
て
お
り
総

務
課
が
策
定
す
る
他
の
計
画
で
も

同
じ
く
20
％
と
し
て
い
る
。

　
令
和
4
年
3
月
時
点
で
の
女
性

の
管
理
職
登
用
率
は
１７
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
係
長
級
の
登
用
率

は
４６
・
４
％
で
今
後
は
経
験
や
年

月
を
経
て
登
用
は
進
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
る
。
　

5

総務
委員会
レ ポート

QA 　
　
「
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ

ン
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
役
場

職
員
に
お
け
る
管
理
職
の
女
性
比

率
の
目
標
設
定
は
。

QA 　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
が
伸
び
な
い
の
は
メ
リ
ッ
ト

や
必
要
性
が
わ
か
り
に
く
い
か
ら

で
は
な
い
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
行

政
の
効
率
化
、
国
民
生
活
の
利
便

性
向
上
が
目
的
で
あ
る
。
今
後
は

Ｄ
Ｘ
推
進
も
計
画
さ
れ
て
い
る
の

で
商
業
施
設
等
で
の
申
請
サ
ポ
ー

ト
な
ど
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
と

町
の
管
理
職
登
用
率
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
啓
発
の
取
り
組
み
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進
む
街
灯
で

改
修
困
難
な
も
の
は

QA 　
　
街
灯
防
犯
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
好
評
を
得
て
い
る
。
光
熱
費

の
縮
減
も
で
き
て
い
る
一
方
、
町

内
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
難
し
い
街
灯

が
あ
る
と
も
聞
く
。
対
策
は
。

　
　
街
灯
の
光
熱
費
に
つ
い
て
は

月
15
万
円
、
年
間
２
０
０
万
円
の

費
用
節
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
役
場
北
側
の
県
道
大
津

植
木
線
沿
い
や
美
咲
野
地
区
等
に

特
殊
な
デ
ザ
イ
ン
の
街
灯
が
あ

り
、
個
別
に
検
討
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

行
っ
て
い
く
。

特殊なデザインの街灯

すすむICT・ DX社会に     
し ゃ か い 　 　 　 　 　 　定

例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声

　

スマート フ ォン でも 簡単申請

ひと 口メ モ ICT・ ・ ・ 情報通信技術。〔 IT（ 情報技術）と ほぼ同義。国際的には ICT の方が定着している〕
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QA 　
　
Ｊ
Ｒ
の
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

は
肥
後
大
津
駅
か
ら
の
分
岐
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
道
路
整

備
と
の
一
体
性
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
一
般
財
源
1
，
7
0
0
万
円

を
補
正
す
る
に
あ
た
り
、
無
意
味

な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

欲
し
い
。

　
　
判
断
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難
し

い
が
、
県
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
面

で
も
あ
り
、
大
津
町
の
玄
関
口
と

し
て
今
後
に
活
か
す
よ
う
な
町
の

Ｐ
Ｒ
も
駅
周
辺
を
含
め
て
進
め
て

い
く
。

QA 　
　
旧
57
号
と
バ
イ
パ
ス
を
繋
ぐ

道
路
が
少
な
い
こ
と
で
住
民
は

困
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
駅
周
辺

整
備
の
中
で
こ
の
よ
う
な
道
路
整

備
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
線
路
の
上
を
越
す
オ
ー
バ
ー

パ
ス
や
下
を
潜
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

な
ど
を
考
え
た
が
、
道
路
構
造
令

等
の
基
準
に
合
致
せ
ず
、
維
持
管

理
費
が
か
か
る
た
め
、新
し
い
ル
ー

ト
の
検
討
も
含
め
ど
の
よ
う
に
行

う
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

企
業
誘
致
は

駅
周
辺
の
開
発
は

空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
は

QA 　
　

工
場
等
振
興
奨
励
補
助
金

の
補
助
額
は
、
他
の
市
町
村
に
比

べ
て
高
い
の
か
。
企
業
誘
致
す
る

に
あ
た
っ
て
、
企
業
側
が
立
地
先

を
選
択
す
る
う
え
で
影
響
は
な
い

か
。

　
　
近
隣
市
町
村
と
も
あ
ま
り
差

が
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、

企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
の
で
、
今
後
更

な
る
見
直
し
を
検
討
し
、
町
の
優

位
性
を
も
っ
て
企
業
誘
致
に
取
り

組
む
。

で       大津町はどのよう に変わるのか

町の全景写真

駅周辺

肥後大津駅北口

　 　 　 　 　  お お づ ま ち 　                            か 定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声

　

7

経済建設
委員会
レ ポート

雇
用
の
確
保
は

工
業
用
水
道
の
給
水
能
力
は

埋
設
管
下
の
湧
水
は

QA 　
　
新
た
に
進
出
す
る
企
業
の
た

め
に
給
水
す
る
能
力
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
４
つ
の
水
源
地
の
給

水
能
力
は
１
日
に
４
，
７
０
０
ｔ

で
、
中
核
工
業
団
地
内
に
立
地
し

て
い
る
企
業
で
ほ
ぼ
限
界
と
な
っ

て
い
る
。
新
た
に
水
源
地
を
設
置

し
て
給
水
量
を
増
や
す
こ
と
は
可

能
と
思
わ
れ
る
が
、
下
水
道
の
処

理
能
力
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

長
期
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。

QA 　
　
雇
用
確
保
推
進
事
業
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
２
次
産
業

だ
け
に
限
ら
ず
、
１
次
産
業
、
３

次
産
業
に
お
い
て
も
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
中
学
生
、
高

校
生
に
も
選
択
肢
を
与
え
人
材
確

保
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
現
在
、
広
報
誌
で
「
お
お
づ

の
し
ご
と
」
と
し
て
企
業
紹
介
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
農
業

者
や
商
業
者
の
紹
介
も
行
っ
て
い

た
。
こ
の
他
、
異
業
種
交
流
や
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
学
校

で
の
農
業
の
授
業
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は

全
産
業
の
紹
介
に
つ
い
て
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

QA 　
　
町
道
駅
前
楽
善
線
歩
道
補

修
工
事
で
管
を
歩
道
下
に
通
し
て

排
水
さ
せ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が

埋
設
管
下
の
湧
水
は
問
題
な
い
の

か
。

　
　
事
前
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で

水
が
あ
る
層
を
把
握
し
て
お
り
、

同
じ
高
さ
に
単
粒
砕
石
で
有
孔

管
を
巻
き
込
ん
で
排
水
さ
せ
る

構
造
な
の
で
問
題
な
い
。

半導体関連企業の進出で       大

町道駅前楽善線歩道

企業ガイダンス

工業用水道施設

はんどう たい  かんれん き  ぎ ょ う し んし ゅつ 　 　 　 　 　  定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声

　



8

QA 　
　
「
ふ
る
さ
と
総
合
健
診
」
は

自
営
業
の
人
な
ど
が
対
象
と
な
る

が
、
仕
事
で
都
合
が
つ
か
な
い
方

な
ど
か
ら
、
早
朝
健
診
な
ど
の
要

望
は
な
い
の
か
。

　
　
健
診
時
間
は
朝
７
時
か
ら
開

始
し
て
お
り
、
他
市
町
で
も
同
様

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
今
後
、
県
に
よ
る
医
療
機
関
で

の
個
別
受
診
を
進
め
る
計
画
が
あ

る
た
め
、
選
択
肢
が
増
え
、
受
診

率
向
上
に
繋
が
る
。

免
許
返
納
者
へ
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か

受
診
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を

児
童
の
放
課
後
活
動
を

充
実
し
た
も
の
に

QA 　
　
近
隣
自
治
体
で
は
免
許
返
納

者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
券
の
補
助

な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
同
様
の
支
援
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
免
許
返
納
者
に
は
公
共
交
通

機
関
が
利
用
で
き
る
人
が
い
る

が
、
近
隣
自
治
体
で
一
時
的
な
支

援
を
実
施
し
て
い
る
例
が
あ
る
の

で
、
今
後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

QA 　
　
学
童
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
状
況
と
、
保
護
者
の
評
価
は
。

　
　

延
べ
１
７
４
人
の
子
ど
も
た

ち
が
活
動
し
て
お
り
、
支
援
の
必

要
な
子
ど
も
た
ち
に
は
ス
タ
ッ
フ
の

数
を
増
員
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

意
見
と
し
て
、「
活
動
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」「
や
り
た
い
ス
ポ
ー

ツ
が
見
つ
か
り
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
」
な
ど
、

好
評
な
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

      福祉と 教育環境の構築を
ふ く し 　 　 き ょ う い く か ん き ょ う 　 　 こ う ち く

ふるさ と 総合健診

児童の放課後活動

定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声

　

9

文教厚生
委員会
レ ポート

QA 　
　
日
本
語
指
導
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
児
童

生
徒
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
日
本

語
指
導
を
１
日
２
時
間
、
週
２
日

程
度
、
別
室
に
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
菊
陽
町
で
は
県
か
ら
配
置
さ
れ

た
職
員
に
よ
る
日
本
語
指
導
教
室

を
設
置
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
、
児
童
生
徒
が
一
定
数
い
る

こ
と
か
ら
、
県
職
員
の
配
置
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

外
国
の
子
ど
も
た
ち
の

受
け
入
れ
体
制
強
化
を

安
定
し
た
給
食
の
提
供
を

QA 　
　
町
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
て
い
る
が
、
山
村
広
場
の
ナ
イ

タ
ー
照
明
を
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ

に
交
換
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
必
要
な
施
設
が

複
数
あ
る
。
今
回
は
指
定
管
理
導

入
に
向
け
た
応
急
的
な
対
応
だ

が
、
今
後
、
町
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
計
画
的
に
進
め
た
い
。

QA 　
　
町
内
保
育
所
等
へ
の
給
食
費

補
助
に
つ
い
て
、
10
月
以
降
、

様
々
な
食
材
の
値
上
が
り
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
今
回
の
補
助
で
十
分

か
。

　
ま
た
、
補
助
は
い
つ
か
ら
か
。

　
　
今
回
の
補
助
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
主
な
食
材

の
昨
年
度
価
格
と
比
較
し
算
出
し

て
い
る
。

各
園
に
聞
い
て
も
経
営
に
影
響

す
る
ほ
ど
厳
し
い
状
況
で
は
な
い
。

　
補
助
は
、
今
年
度
分
を
交
付
す

る
。

指
定
管
理
導
入
に
向
け
て

持
続
可
能
な
施
設
整
備
を

山村広場ナイ タ ー照明

町民が安心できる      
ち ょ う み ん 　 　 あ ん し ん                            

給食を 食べている 園児

日本語指導教室

定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声

　

ひと 口メ モ ナト リウムランプ・ ・ ・ 水俣条約の規制対象外の照明
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町政を 問う 　 　 ９ 月定例会

一 般 質 問

一般質問に1 6 名中9 名が登壇

町のさ まざまな問題・ 課題について、 議員が町に考えを 問う のが一般質問です。 議員は政策提言も含め、

質問すること ができます。 ここでは、 質問し た議員ごとに一項目を要約してお知らせします。

一般質問のライブ・ 録画配信を行っています。 顔写真横の二次元バーコード からご 覧になれます。

※一般質問の記事に関し ましては、 各自が編集し たものを掲載しています。

共生社会の実現へ  手話言語条例を制定すべき

様々な環境整備に向けた取組の必要性を感じ ている

Q

A

豊瀨　 和久議員

Q

A

　
　
「
あ
な
た
の
ラ
ン
プ
の

明
か
り
を
も
う
少
し
高
く
掲

げ
て
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
人
の
行
く
手
を
照

ら
す
た
め
に
」

と
は
、
障
が
い
者
の
教
育
福

祉
の
発
展
に
尽
く
し
た
ヘ
レ

ン
ケ
ラ
ー
の
言
葉
で
す
。

　
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
を
、
も
っ
と
気

に
か
け
て
、
み
ん
な
が
見
え

る
世
界
、
住
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
重
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
共
生

社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
町
民
の
理
解
促
進
と
、

手
話
の
普
及
に
関
す
る
基
本

理
念
な
ど
を
定
め
た
手
話
言

語
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
。

　
　
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活

利
便
性
向
上
策
と
し
て
の
手

話
言
語
を
総
合
的
に
考
え
る

視
点
は
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。

　
町
の
障
が
い
者
施
策
の
最

終
的
な
目
的
と
し
て
は
、
全

て
の
方
々
が
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る

こ
と
の
な
い
豊
か
な
社
会
環

境
や
基
盤
を
整
え
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
聴
覚
障
が
い
者
は
も
ち
ろ

ん
、
視
覚
障
が
い
な
ど
様
々

な
障
が
い
に
対
し
て
、音
声

言
語
や
点
字
、
そ
の
他
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
に
至
る
ま
で

様
々
な
環
境
整
備
に
向
け
た

取
組
の
必
要
性
も
感
じ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

その他の質問

・ ジビエ の利用拡大について

・ 指定管理者制度に関する運用指針の見直し について

・ 土地区画整理事業について

役場で第２ 、第４ 火曜日に行われている手話教室

と よ せ　 かずひさ

定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声
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Q

AA

　
　
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
、
本
年
３
月

議
会
一
般
質
問
で
検
討
委
員

会
の
設
置
や
、
関
係
機
関
と

の
協
議
を
行
う
な
ど
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
危
機
感
も
感
じ

ら
れ
ず
進
ん
で
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　
保
護
者
の
中
に
は
、
令
和

５
年
度
よ
り
、
「

週
末
の
部

活
が
な
く
な
る
」
な
ど
の
不

安
の
声
も
聞
か
れ
る
中
、
町

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

お
こ
な
っ
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
来
年
度
も
教
師
が

週
末
や
祝
日
も
継
続
し
て
指

導
す
る
こ
と
が
担
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

危機感を も ち、早急な対応を

来年度も 従来通り 継続できる

田代　 元気議員

Q

A

　
　
こ
れ
ま
で
先
進
事
例
研

修
や
関
係
団
体
と
の
協
議
、

施
設
管
理
の
手
段
と
し
て
、

リ
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
実
証
実
験

に
向
け
た
協
議
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　
今
後
、
早
期
に
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関

と
協
議
を
重
ね
、
人
材
の
確

保
や
育
成
、
生
徒
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
活
動
を
検
討
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
来
年
度
も
、
こ
れ

ま
で
通
り
従
来
の
部
活
を
継

続
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

　
　
関
係
団
体
と
の
協
議
を

深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
部
活
動
を
実
現
し
て
い

く
。
　         

（
教
育
部
長
）

・ マイ ナン バーカ ード の普及について

その他の質問

週末の試合風景

　
　
国
土
交
通
省
の
新
た
な

時
代
の
都
市
公
園
の
在
り
方

検
討
会
に
て
、
誰
も
が
訪
れ

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
、
都

市
公
園
の
整
備
の
重
要
性
が

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
観
光
活
力
、
子
育
て
、
防

災
、
環
境
、
景
観
、
文
化
を

軸
に
都
市
公
園
の
再
編
が
住

民
の
ニ
ー
ズ
で
あ
り
重
要

だ
。

　
本
町
は
、「
水
郷
」
が
「
売

り
」
で
あ
り
歴
史
的
遺
産
と

伝
承
に
加
え
、
涼
を
求
め
る

施
設
、
優
良
な
親
水
公
園
が

あ
れ
ば
、
観
光
名
所
と
し
て
、

町
内
外
の
子
育
て
世
代
の
人

流
が
活
発
に
な
る
。

　
町
中
心
部
に
親
水
公
園
の

性
質
を
持
っ
た
都
市
公
園
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
矢
護
川
自
然
公
園
に

は
、
特
に
夏
場
、
多
く
の
子

ど
も
連
れ
の
家
族
が
訪
れ
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　
私
も
以
前
、
利
用
者
拡
大

へ
公
園
等
に
、
水
遊
び
場
の

設
置
を
研
究
し
た
も
の
の
、

費
用
な
ど
の
課
題
に
直
面
し

た
経
緯
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
猛
暑
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
、
既
存
施
設
の
水
資
源

の
活
用
を
検
討
し
、
有
利
な

補
助
や
民
間
の
活
用
な
ど
、

様
々
な
視
点
と
財
源
を
確
保

し
、
集
客
力
の
あ
る
公
園
整

備
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。   

（
町
長
）

Q

A

親水の要素を活かし た誰も が集う 公園を

国内外から注目され集客力を持つ公園を検討

時松　 智弘議員

・ 町のＰ Ｒ 戦略の指針と Ｓ Ｎ Ｓ 時代における 情報提供の

強化について

・ 消防団の活動服のデザイ ンと 交付要領について

その他の質問

Q

A

仕掛け噴水を 活用した楽し い公園づく りを

た し ろ 　 げん き

と きま つ と も ひろ

定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
声
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定
例
会
総
括        

委
員
会
レ
ポ
ー
ト         

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　

 
 

P
T
A
意
見
交
換
会

　

 

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　

 

住
民
の
声

　

　 

大
津
町
で
も
Ｄ
Ｖ
被
害
は

増
加
傾
向
で
あ
り
本
年
度
８

月
ま
で
４
件
、
昨
年
度
は
９

件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
相
談
者
の
多
く
の
方
は
女

性
で
あ
り
、
経
済
的
な
要
素

や
住
居
の
問
題
等
多
く
の
不

安
を
抱
え
て
相
談
に
来
ら
れ

て
い
る
状
況
が
あ
り
、
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
救
済
の
た

め
、
国
の
指
針
ど
お
り
、
町
営

住
宅
に
緊
急
入
居
で
き
る
よ

う
に
見
直
し
を
行
う
。（

町
長
）

ＤＶ 被害者に住宅の提供が求めら れている

町営住宅への緊急入居ができるよう にしたい

Q

A

　
　
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
被
害
者
の

の
多
く
は
女
性
で
あ
り
「
Ｄ

Ｖ
防
止
法
」
が
改
正
さ
れ
被

害
者
救
済
体
制
が
町
に
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
津
町
で
は
Ｄ
Ｖ
被
害
者

へ
の
総
合
的
な
窓
口
体
制
が

で
き
て
い
な
い
。
福
祉
・
教

育
・
医
療
・
住
宅
な
ど
の
連

携
し
た
体
制
が
必
要
だ
。

　
被
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
、

一
番
の
問
題
は
安
心
で
き
る

住
ま
い
で
あ
る
。
国
も

1 5
年

前
か
ら
住
宅
の
提
供
を
要
請

し
て
い
る
。
町
営
住
宅
へ
の

緊
急
入
居
な
ど
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

その他の質問

荒木　 俊彦議員

・ 生活困窮者にエアコ ン設置援助を

・ 町教委の旧統一協会関連ピースロード 名義後援取り 消し

Q

A

・ 空き 家対策について

その他の質問

　
　
町
内
３
小
学
校
と
台
湾

と
の
国
際
交
流
は
、
こ
れ
ま

で
相
互
に
訪
問
し
た
り
、
姉

妹
校
締
結
や
文
化
交
流
等
を

行
っ
て
き
た
。
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
さ
ら
に
交
流
を

他
校
に
も
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
姉
妹
校
間
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を
続

け
て
い
る
。

　
条
件
が
整
え
ば
、
今
後
は

小
規
模
校
に
お
い
て
も
、
交

流
の
内
容
や
方
法
を
工
夫

し
、
交
流
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

高
雄
市
教
育
委
員
会
等
へ
の

働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
（

教
育
長
）

Q

A

　
　
全
国
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
波
を
受
け
大
津
町
で
も

小
学
校
単
位
で
の
国
際
交
流

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
や
主
体
性
を
育
む
上
で

非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

 

し
か
し
、
大
津
町
で
は
大

規
模
校
で
は
交
流
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
小
規
模
校
で
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
大
津
町
で
は
さ
ら

に
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
が
、

こ
の
波
を
乗
り
越
え
る
た
め

大
津
町
町
内
の
全
小
学
校
で

国
際
交
流
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

町内全小学校で国際交流をするべきではないか

交流活動ができるよう 働きかけていく

大村　 裕一郎議員

Q

A

小学校での交流の様子

/ = A
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定
例
会
総
括        

委
員
会
レ
ポ
ー
ト         

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　

 
 

P
T
A
意
見
交
換
会

　

 

大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　

 

住
民
の
声

　

その他の質問

・ 持続可能な地域公共交通について

・ 家庭教育支援条例について

Q

A

A

消費生活相談体制のさ ら なる強化

町民に寄り 添った 総合的な支援を行う

　
　
今
年
の
4

月
か
ら
、
成

人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ 

十
八
歳
か
ら
親
の
同
意
な
く

自
分
の
意
志
で
契
約
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
安
易
に
契
約

し
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
高
齢
者
を
狙
う
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
も
年
々
増
加
し

て
お
り
今
後
相
談
業
務
の
更

な
る
強
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
成
年
年
齢
引
き
下
げ
に

伴
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関

し
て
の
注
意
喚
起 

と
し
て
、

広
報
誌
へ
の
掲
載
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
注
意

喚
起
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
啓
発

活
動
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。

（
教
育
長
）

　
　
現
在
、
本
町
で
は
、
菊

陽
町
西
原
村
と
合
同
で
消
費

生
活
相
談 

広
域
連
携
体
制

を
整
え
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
複
雑
か
つ
高

度
化
す
る
悪
質
な
被
害
に
対

応
す
る
た
め
、
相
談
員
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

役
場
組
織
の
横
断
的
な
連
携

に
よ
る
重
層
的
な
支
援
と
行

政
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
く
。   

（
総
務
部
長
）

山部　 良二議員

Q

A

永田　 和彦議員

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

１
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ
い
て

論
点

・
変
え
ら
れ
な
い
時
代
の
流
れ
と
行
政
経
費
の
削
減

・
公
的
デ
ー
タ
の
活
用
で
町
民
を
守
る
カ
ー
ド
と
の
認
識

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

２
　
外
国
人
の
高
度
人
材
呼
び
込
み
に
つ
い
て

論
点

・
世
界
的
高
度
人
材
不
足
は
明
白
。
争
奪
戦
は
住
居
地
域
も
同

じ
で
あ
り
競
争
に
勝
つ
ま
ち
づ
く
り
と
は

・
結
果
と
し
て
高
度
人
材
が
育
つ
町
へ
と
向
上
す
る
た
め
に

※
　
実
際
の
議
場
議
論
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
く
だ
さ
い

※
　
町
民
の
皆
様
の
厳
し
い
御
意
見
お
願
い
致
し
ま
す
　
　
　

　
　

やま べ 　  り ょ う じ

な がた 　   かずひこ

１  マイナンバーカード の普及について

２  外国人の高度人材呼び込みについて
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地
元
紙
に
、
南
関
町
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
現
場

か
ら
大
量
の
土
砂
が
流
出

し
、
川
の
濁
り
が
続
き
住
民

が
懸
念
し
て
い
る
と
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。

　本
町
の
平
川
地
区
住
民
説

明
会
で
も
想
定
外
の
大
雨
時

の
水
害
を
不
安
視
す
る
声
が

多
数
聞
か
れ
た
。

　町
内
の
、
一
部
の
太
陽
光

発
電
所
で
は
管
理
が
十
分
で

な
い
場
合
が
あ
る
。

　メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
関
す
る

町
独
自
の
条
例
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
か
。

メ ガソ ーラ ーには町独自の条例の制定が必要

条例制定により、住民の安全・ 安心を守る

Q

A　
　
条
例
に
は
一
定
の
抑
制

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
危
険
地
域
に
お
け
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
新
設
抑
制
に
対

し
て
、
町
と
し
て
で
き
る
手

段
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
迅

速
か
つ
丁
寧
に
条
例
を
制
定

し
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
。
　
　
　
　
　（
町
長
）

　
　
　

　
　
　
町
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
、
早
期
の
条
例
制
定

を
。

その他の質問

山本　 富二夫議員

・ 町独自の先行投資を すべきだ

・ 農業経営安定化への取り 組みを町は支援すべきだ

Q

A

大津町の太陽光発電所

・ 外国人在住者に対する町の支援について

その他の質問

よ
う
な
取
組
み
や
町
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

  

　
児
童
生
徒
の
日
常
生
活

の
変
化
や
ひ
と
り
ひ
と
り
の

子
供
に
目
を
配
り
な
が
ら
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
児
童
生
徒
の
生
活
環
境

な
ど
課
題
の
早
期
把
握
に
努

め
て
い
く
。

　
今
後
も
授
業
場
面
に
お
い

て
も
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
取

扱
う
な
ど
児
童
生
徒
の
気
づ

き
を
促
す
取
り
組
み
を
進
め

な
が
ら
保
護
者
や
地
域
住
民

向
け
と
し
て
学
校
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
認
知
度

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　
　大
人
に
代
わ
り
日
常
的

に
家
事
や
家
庭
の
世
話
を
す

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に

つ
い
て
は
全
国
的
に
も
増
加

傾
向
に
あ
り
社
会
問
題
化
し

て
い
る
。

　そ
の
問
題
に
対
し
て
支
援

体
制
は
十
分
か
、
ま
た
、
整

備
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思

わ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
が
密
に
連
携
し
て

見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
本
人
が
気
づ
い
て

い
な
い
と
い
っ
た
わ
か
り
ず

ら
く
表
面
化
し
づ
ら
い
こ
と

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

Q

A

A

ヤングケアラ ー支援体制と 整備を

早期発見と 関係部署と の連携強化を図る

大塚　 益雄議員

Q

A

やま も と 　 ふ  じ    お

おおつか　  ます お

意
見

定
例
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レ
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ポ
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広報編集特別委員会
研修レポート

熊本県町村議会

議員研修レポート 徳島県神山町
～人口5000人の小さな町はなぜ進化し 続けるのか～

テ
ー
マ

令
和
４
年
９
月
21
日（
水
）、

東
京
都
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・

サ
ボ
ー
１
階
「
利
根
」
に
お

い
て
全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
に
情
報
が
伝
わ
る
広

報
紙
と
は
、
①
住
民
参
加
に

よ
る
共
感
、
②
写
真
と
文
字

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
見
や

す
さ
、
③
タ
イ
ト
ル
や
見
出

し
を
工
夫
し
た
わ
か
り
や
す

さ
を
意
識
し
て
編
集
す
る
こ

と
が
重
要
と
の
こ
と
で
し

た
。ま

た
、
伝
え
た
い
こ
と
が

住
民
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か

を
考
え
て
編
集
に
取
り
組
む

こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
「
お
お
づ
ま
ち
議
会
だ
よ

り
」
の
発
行
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
学

び
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、

議
会
だ
よ
り
の
内
容
を
常
に

見
直
し
な
が
ら
、
住
民
に
発

信
し
た
情
報
が
理
解
し
て
も

ら
え
て
い
る
の
か
を
確
認
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

テーマ 「 地方創生と まちづく り」

令
和
４
年
10
月
４
日
（
火
）、
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
お
い
て
熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
神
山
町
で
は
、「
日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る
」

を
合
言
葉
に
、
創
造
的
な
人
材
を
呼
び
込
む
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
や
神
山
塾
、
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
誘

致
な
ど
に
よ
り
、
移
住
支
援
に
力
を
入
れ
、
人
口
構
成
の
健
全

化
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
し
、
多
様

な
働
き
方
を
実
現
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し
て
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
漁
業
の
み
に
頼
ら
な
い
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
学
校
設
立
「
神
山
ま
る

ご
と
高
専
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
来
年
４
月
に
は
、
学
生
数

２
０
０
名
の
学
校
が
開
校
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
な
ど
に
よ
る
環
境
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
人
材
集
積
と
地
域
内
経
済
循
環
に
よ
る

地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

定
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ポ
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ー
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● 表紙にもっとインパクト が欲し い。

 例えば北海道鷹栖町議会のような。

● 子どもたちの意見を聞く 。

● SD Gｓ 12「 作る責任　 使う 責任」から

 渡すだけではなく 使うものという 意識から

 クーポンをつける。

● 子ども向けの内容での発行。

●「  広報おおづ」と合体。

● ポイント 制の導入。コメント を入れた人などに水・ 水のポイント を入れたら…。

● 普段の議員の様子を知りたい。

● 漢字にルビを入れてあると 子どもにも読みやすい。

● 活字を増やしてほし い。マイノリティ ーの意見も入れてほし い。

● 尚絅大学の記事に工夫をしたら。

こんな提案をいただきました。

役員の皆様と の意見交換会PTA
令和4年9月30日（ 金）大津町役場4 階会議室にてPTA 役員

9名から「 議会だより」に対するご意見をいただきました。

当日参加できない役員の皆様からもご意見を提出していただ

き、 議会広報に対する意識の高さを感じました。

ありがとうございました。

【 良いところ】

● 読みやすい

● Q Rコード がいい

● 写真付きはいい

● ページ端の見出しがある

からわかりやすい

【 悪いところ】

● 写真の画像が粗い

● フリー素材が多い

● マンネリ化している

定
例
会
総
括       

委
員
会
レ
ポ
ー
ト        

一
般
質
問            

研
修
レ
ポ
ー
ト

　
P
T
A
意
見
交
換
会

　大
学
生
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
住
民
の
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⎛
⎝

吉永  千秋さん
護川小／会長

⎞
⎠

よしなが     ち あき

中川  香代子さん
護川小／母親部長

⎛
⎝

⎞
⎠

なかがわ    か   よ   こ

藤本  義隆さん
南小／会長

⎛
⎝

⎞
⎠

ふじ もと    よしたか

古庄  利之さ ん
東小／会長

⎛
⎝

⎞
⎠

ふるしょ う とし ゆき

野山  ひろみさん
大津北中／母親部長

⎛
⎝

⎞
⎠

の やま

清原  さ おり さ ん
大津北中／会長

⎛
⎝

⎞
⎠

きよはら

（ 倉本  佳恵さん   美咲野小／母親部長）
く ら もと     よし え

（ 坂梨  和洋さん  北小／会長）
さ かなし     かずひろ

（ 中釜  由香さ ん  大津小／母親部長）
なかがま     ゆ   か
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ポ
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尚絅大学生によるレポート
若者の視点

2 92 92 92 92 92 92 92 92 92 92 9

意見交換会を終えて
意見交換会を終えて

1 0 月5 日（ 水）に、尚絅大学

九品寺キャン パスにて広報委

員４ 名と 現代文化学部２年生の

生徒3 4名と で意見交換会を行

いまし た。

教員の視点（ 黄）： 私の二つの異なる授業に半年１ 回大津町の議員たちに

お話し に来ていただいています。 毎回対面していただいている学生は異な

るうえ 、仮に同じ 議員でも 毎回そのお話し のポイント 、内容が異なっており 、

私も 楽し く 拝聴さ せていただいています。 今年４ 月に続き、 今回も 意見交

換会を実施し まし た。 前回と は趣の異なる学生レポート をご 紹介し ます。

　 私が意見交換会で 特に印象に残ったのは、 議員本人が議会だよりを作成していること

です。 中身の文章に議員の方々が関わっていると は思っていたが、 取り上げる内容や雑

誌のデザインもしていると いうのは予想していませんでした。 表紙や文章、 レイアウト 等を

より 多く の人に読んでもらえるよう に工夫をしていると 知り 凄く 大変な作業だなと 思いまし

た。 実際交換会で 皆から意見を 集めた時に私も 気付かなかった視点が多く 出たりして 、

人にメッ セージや情報を伝える上で 考えることの多さを感じまし た。

　 議員の方々の活動や議員になるまでの遍歴、 なろうとしたきっかけ等多く のことを知るこ

と ができました。 今回話をしてく ださった方々は、 皆さん最初から議員になろうとしていたわけではなく 他の仕事

から 議員になった人が多かったです。 議員になった理由も 様々でとても 興味深かったで す。 私は議員の方々に

は最初から目指している人が多いのかと 思っていたので、 色 な々経歴の方がいることを意外に感じ まし た。 また、

議員になっている方は自ら意見を出し 行動力のある方が多いと 思いました。

　 これまでは議員と 私たちは距離がある関係だと 感じ ていましたが、今回の意見交換会を

通して議員と は意外と 身近な存在であること が分かりまし た。

　 まず、議会でどんなことを話しているのかを全く 知りませんでし た。大津町の議会では新

し い学校の建設、ゴミ 袋のサイズ、給食費の無償化、医療費の18歳までの無償化など 私た

ちの生活に重要な話題について話し 合っていまし た。

次に今回初めて大津町の議会だよりを読みました。大津町の16人の議員がト ピックを取

り上げ答えており 、高校生や大学生の特集など盛り だく さんの内容を、議員らが作っている

こと に驚きまし た。議員自身が議員だよりを作ることで、町民の方にわかり やすく 議会の内容を伝えること ができ

ると 思いまし た。これから自分の住んでいる地区の議会だよりもじ っくり 読んでみたいと 思います。

　 みなさんのお話を聞いて今回来ていただいた４ 人の議員はそれぞれ異なるきっかけで 議員になろうと 決意し た

のだと 分かりまし た。選挙に落選してしまったら、無職になってしまうリスクがある中で 議員になると 決心できる勇

気がかっこいいなと 思いました。

２ 年  

兼武  里菜さ ん

２ 年  

東山  奈穂さ ん

黄 蘊 准教授
こ う う ん

かねたけ　  り 　 な

ひがしやま　   な ほ
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より 多く の人に読んでもらえるよう に工夫をしている

議会だよりを議員さん自身が作っていること に驚き


